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　群馬大学は「世紀を切り拓く大学へ」という大学ビジョンに貢献できるキャンパス
づくりとして、第一に「施設の機能強化（イノベーション・コモンズ化）」を目指す教
育・研究・社会貢献の高度化、多様化、グローバル化などに対応し、イノベーションを
生み出す共創の場となるキャンパス、第二に「安全・安心の確保」を促す、災害に強く、
安全・安心で持続可能なサスティナブルキャンパス、第三に「交流拠点」にふさわしい
ダイバーシティに対応した、自然豊かな環境で新たな交流が生まれるキャンパスを整備
しています。
　このたび、文理融合施設として計画された総合研究棟（情報学系）を教育・研究の
「共創」のランドマークとして位置づけ、コミュニケーションモールや共同研究スペー
スなどを中心に産学・連携拠点や既存施設との連携を進め、多分野の交流拠点のハブと
して機能させ、学際的・横断的な教育・研究活動の展開できる空間として整備していき
ます。
　本施設を文理のスペクトルを広くカバーした文理横断型の教育の場として活用し、
データサイエンスを基軸としてSociety．を支え、ＩｏＴ、ビッグデータ、統計的解析
手法等のスキルを持つ、人文科学、社会科学と自然科学に精通した人材を育成するとと
もに、荒牧キャンパス全体における教育・研究の推進及び多種多様なイノベーション・
コモンズの中心となることを期待しています。

４階オープンラボ

１階講義室

１階コミュニケーションモール

■建　物　名　称：総合研究棟（情報学系）
■建　設　地：群馬県前橋市荒牧町４丁目２番地
■発　注　者：国立大学法人群馬大学
■基　本　設　計：群馬大学施設運営部施設整備課
■実　施　設　計：株式会社長大
■施　　　工：佐田建設株式会社

■敷　地　面　積：，㎡
■構造・規模：ＲＣ造地上６階建て。建築面積・計画部分

（増築）．㎡、既存部分．㎡。延
床面積・計画部分（増築），．㎡、既
存部分，．㎡

■工　　　期：年１月～年３月
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　このたび完成した総合研究棟は、持続可能社会（ＳＤ
Ｇｓ）の実現において、情報を基軸とした文理横断型の
教育によりSociety．を支える人材の育成を目指す情報
学部の校舎としての機能のみならず、文理融合の知の拠
点として荒牧キャンパスにおけるイノベーション・コモ
ンズの中心的な役割を担う施設として計画され、文理横
断型の教育・研究の推進及び多種多様な交流を育む施設
計画、サステナブルキャンパスの構築をリードする施設
計画、高いパフォーマンスとライフサイクルコストの縮
減を目指した施設計画の三つをコンセプトに、今後のキ
ャンパス整備のフラッグシップとなる計画とした。
　整備内容としては、さまざまなステークホルダーが連
携し、多種多様な交流を通じ研究・事業の創成が行える
よう立体的な空間接続を行い、情報を基軸とした新たな
共創の場を設けた。また、今後の教育・研究の進展にフ
レキシブルに対応していくため、多用途に利用可能なス
ペースやコミュニケーションラウンジ、ＩＣＴ環境やセ
キュリティ性の確保など、用途に応じて対応できる空間
づくりを行った。感染症対策として抗菌仕様材の採用、
機械換気設備を設置している。
　建物内にはオールジェンダートイレを計画し、交流の
場としてもジェンダーレスを考慮した施設計画をはじ
め、脱炭素社会に向けた再生可能エネルギー（太陽光）
導入、ＣＯ排出量抑制を考慮した設備システムを採用
するなど環境負荷低減に配慮した建物となっている。
　屋外においては、保存林の移植による自然環境保全と
共に、既存の建物群や自然との調和を図りながら、利用者
の動線確保のため歩行者用道路の整備を行い、屋外ヤー
ドを設け、建物内外を立体的な空間としたコミュニケー
ションスペースとしての利用、実験・実習や災害対応な
どにも利用可能なスペースとした。

基本設計：群馬大学施設運営部施設整備課
　　　　　　実施設計：株式会社長大


